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ISOE 幹部会メンバー 
Carl Goran Lindvall(Barseback; Sweden) [ISOE Chairperson]→[Past Chairperson] 
Seong Ho Na    (KINS; Korea)   [ISOE Vice Chairperson] 
Jean-Yves Gagnon  (Hydro Quebec)    [Chairperson Elect] 
Borut Breznik   (NEK; Slovenia)    [Past Chairperson] 

   Stefan Mundigl(OECD/NEA), Khammar Mrabit (IAEA) [ISOE Secretariats] 
 
ISOE 各技術センターのメンバー 
[ISOE IAEA Technical Centres]          Monica Gustafsson  
[ISOE Europian Technical Centres]      Christian Lefaure, Lucie D'ascenzo 
[ISOE North American Technical Centre ] DavidW.Miller（U of Illinois） 

ISOE 欧州ワークショップ参加者   約 150 名以上 
 
４．議事概要 
 
参加人数は、ﾖｰﾛｯﾊﾟを中心に北米、ｱｼﾞｱからも参加しており１５０名程度。 
日本からは東京電力、関西電力の方が参加。東京電力はﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝを実施した。 
ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟのﾃｰﾏは原子力発電所における従事者被ばく管理について、５つのｾｯｼｮﾝについて
発表と質疑応答がなされた。今回ｱｼﾞｱ技術ｾﾝﾀｰも初めてﾜｰｸｼｮｯﾌﾟに参加したが、会議場で
英語とﾌﾗﾝｽ語の同時通訳がつく本格的なものであった。 
ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞｾｯｼｮﾝでは、ISOE 運営会合議長のｶｰﾙﾘﾝﾄﾞﾊﾞﾙ氏から ISOE の活動について、特に
ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ(WGOR)で進められている ICRP 新勧告に関する現場実務の立場からの提言に
ついて紹介があった。 
 
ｾｯｼｮﾝ１．放射線防護 設備の設計と改善における 
・ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ５基目の新型炉の建設における STUK(規制局)の１０のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのうち放
射線防護に関するﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄについての発表。特にｱｸｼﾃﾞﾝﾄ発生時における発電所
居住性についての規制指針 YVL7.18 に関しての発表があった。 
・ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱのｺﾞｽﾞﾛﾄﾞｲ発電所から４号機の 2001 年に実施した設備更新化の際の被ば
く低減化についての発表等がなされた。 

ｾｯｼｮﾝ２．被ばく状況ﾄﾚﾝﾄﾞと分布 
・ﾌﾗﾝｽ「1998-2002 の間のﾌﾗﾝｽにおける停止時の被ばく状況」 
・ｽｳｪｰﾃﾞﾝ「ｽｳｪｰﾃﾞﾝの原子力発電所における従事者被ばく防護について－現状と今
後の挑戦－」 
・ｽﾛｳﾞｪﾆｱ「ISOE ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽを使った炉型別のﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀの比較」 
・EPRI「EPRI の放射線管理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑについて」 

 各ｸﾞﾙｰﾌﾟに分かれたﾃｰﾏ検討･･･参加意識を高めるためにｸﾞﾙｰﾌﾟ討議を実施。 
１０名程度のｸﾞﾙｰﾌﾟに分かれて、ｸﾞﾙｰﾌﾟ毎に与えられたﾃｰﾏについて討議する 
ﾃｰﾏは事前にｱﾝｹｰﾄ調査により出された項目を事務局が選定した。 
ﾃｰﾏ例：教育・研修、RP ｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ、事故時対応、放射線防護の最適化等 



ｾｯｼｮﾝ３．発電所における線量計の変遷 
・ﾌﾗﾝｽ「ﾊﾟｯｼﾌﾞ線量計の基準」線量計の比較(ﾌｨﾙﾑ､TLD､OSL､RPL 等の比較 
・EC「燃料ｻｲｸﾙ事業場における中性子線・光子の個人ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞの最適化」 
・ｽﾛﾊﾞｷｱ「ｽﾛﾊﾞｷｱの原子力発電所における個人用線量計の変遷」 
・中国「PWR 発電所におけるﾄﾘﾁｳﾑの放射線ﾘｽｸ分析」 
・ﾙｰﾏﾆｱ「ﾁｪﾙﾅﾎﾞ-ﾀﾞ発電所(CANDU 炉)におけるﾄﾘﾁｳﾑによる内部被ばく」 

ｾｯｼｮﾝ４．原子炉施設における ALARA の実施 
・ﾘﾄｱﾆｱ「ｲｸﾞﾅﾘｱ発電所(RBMK 炉)の被ばく線量を抑えるための作業管理」 
・ｽﾛﾊﾞｷｱ「ﾎﾞﾌﾆﾁｪ発電所(PWR)の放射線防護の最適化」 
・ｽｳｪｰﾃﾞﾝ「ｵｽｶｰｼｬﾑ発電所(BWR)の放射線防護の観点からみた圧力容器内部点検」 
・ｳｸﾗｲﾅ「ｳｸﾗｲﾅの原子力発電所における ALARA の実施」 
・米国「ｻﾝｵﾉﾌﾚ１号機の廃炉措置」 
・ｶﾅﾀﾞ「ｼﾞｪﾝﾃﾘｰ２号(CANDU)の ALARA 計画の第１回改訂」 
・ﾄﾞｲﾂ「輸送に関する汚染制限の国際取り決めについて」 

ｾｯｼｮﾝ５．ツール及び技術の最適化 
・ﾌﾗﾝｽ「３D画面を利用した現場雰囲気線量表示」 
・英国「ｻｲｽﾞｳｪﾙ発電所 B(PWR)の格納容器内の作業における被ばく管理」 
・米国「ｸｫｰﾄﾞｼﾃｨ発電所におけるﾀﾝｸﾞｽﾃﾝ遮蔽の有効性」 
・米国「DC ｸｯｸ発電所(PWR)SG 交換作業における被ばく低減化について」 

 
また、会議場の外ではﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝが実施されており、東京電力は「日本と海外とのﾌﾟﾗﾝﾄ
停止時の従事者被ばく線量の比較」を紹介していた。 
最終日 3/26 午後は、ﾋﾞｭｼﾞｪｲ１号機（GCR ｶﾞｽ炉）廃炉の現場状況を確認した。 
1994 年廃炉措置決定、現状はﾀｰﾋﾞﾝ側の設備はきれいになくなっており、2022 年までに更
地にする計画。 
配管にﾋﾟﾝｸの線が塗ってあるのが印象的で、配管内部が放射能を有していることを作業員
に注意喚起しているとのことであった。 
 
ISOE 規制者会合 
ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの前日、規制者側、事業者側が各々会合を開き共通の立場から選定課題ﾃｰﾏから
報告、ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ、情報交換等を実施した。 
これは、前回の ISOE 運営会合で提案され今回初めて実施したものであるが、同じ規制側
としての話し合いの場として効果を発揮した。 
議長役は ISOE 運営会合副議長(注:副議長は規制側ﾒﾝﾊﾞｰから選出される)NA 氏(韓国
KINS)が務め、今回のﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの運営責任者ﾗﾌｫｰﾚ氏(欧州技術ｾﾝﾀｰ)が進行役をした。参加
国は地元ﾌﾗﾝｽ、ｽﾍﾟｲﾝ、ｽｲｽ、ﾁｪｺ、ｽﾛｳﾞｪﾆｱ、ｽﾛﾊﾞｷｱ、韓国、日本、EU、IAEA、ISOE-NEA/IAEA
共同事務局の１９名が参加。 
参加各国からは ISOE ﾃﾞｰﾀの活用状況に加えて、被ばく手帳(ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄと呼んでいた)の国
を超えた活用について、また電気式線量計活用について等の意見交換がなされた。 
ISOE ﾃﾞｰﾀの活用は、状況ﾄﾚﾝﾄﾞ、国際比較、同型ﾀｲﾌﾟでの比較といったことに使われて
おり、さらなる活用に取り組んでいた。中でも韓国は、積極的な印象を受けた。 
従事者の被ばくﾊﾟｽﾎﾟｰﾄについては、ﾖｰﾛｯﾊﾟではﾒｰｶｰの技術者だけでなく作業者が国を越
えて仕事をしている。従事者履歴管理が重要な課題の一つとなっていることが認識できた。 
電気式線量計の活用については、線量管理がしやすいという点で誤差等の基準も満足し
ており、今後線量計の更新時期等に合わせて採用が増えると思われる。 
 



ISOE ﾋﾞｭｰﾛｰ会合 
＜議題＞ 
①ﾅｼｮﾅﾙ･ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの強化  
○ﾅｼｮﾅﾙ・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ･･･ISOE ﾃﾞｰﾀを活性化させる役割を担う。 
ISOE 事務局より、現場の放射線防護ﾏﾈｰｼﾞｬｰによる ISOE ｼｽﾃﾑへのﾃﾞｰﾀｲﾝﾌﾟｯﾄや利用が乏し
い現状を鑑みて、今後各国毎にﾅｼｮﾅﾙ・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰを置き、ﾃﾞｰﾀのｲﾝﾌﾟｯﾄや利用を積極的に
進めていくことが提案された。ﾅｼｮﾅﾙ・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰのより詳細な役割および責任は、今後明
確にする。ISOE 共同事務局(OECD/NEA･IAEA 事務局)は、ﾅｼｮﾅﾙ･ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの役割と責任に関
する草案文書の作成を行い、ISOE ﾋﾞｭｰﾛｰおよびﾅｼｮﾅﾙ･ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰによってこれが承認され
る予定である。 
 
＜ﾅｼｮﾅﾙ･ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの具体的活動案＞ 
・ISOE 参加国において各国 1名が代表 
・次回運営会合で自国における ISOE のﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ活動、成果について発表報告 
・各発電所ﾒﾝﾊﾞｰへ ISOE ｼｽﾃﾑでの情報交換を支援 
・欧州技術ｾﾝﾀｰ（ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの開発担当）と協力して、必要であれば、自国のﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの国
際ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｺｰｽを開催 
・ISOE ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽを使用した、ﾃﾞｰﾀ分析（ﾍﾞﾝﾁﾏｰｸを含む）をｻﾎﾟｰﾄ 
・自国の各発電所から最新の ISOE ﾃﾞｰﾀを収集 
・ISOE 年次報告書での記事のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ 
 
○ﾅｼｮﾅﾙ・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰは従来のｱｼﾞｱ技術ｾﾝﾀｰと同じ役割を担っており、ｱｼﾞｱ技術ｾﾝﾀｰが 
ﾅｼｮﾅﾙ・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰを引き受けることが妥当である。今後はﾅｼｮﾅﾙ･ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ兼 ISOE ｱｼﾞｱ技
術ｾﾝﾀｰとして、日本国内に ISOE の存在を周知徹底し利用者を増やす等、更なる積極的な活
動が必要となる。 
 
②ISOE3 報告書のﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ 
昨年の 11 月の運営会合以来、新規の入力はない。 
→ISOE3 報告書の入力支援もﾅｼｮﾅﾙ・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰが行う予定 
 
③ISOE News  
放射線防護関係及びISOE活動の最新の興味深いﾄﾋﾟｯｸｽをまとめてISOE Newsとして電子媒
体で発行している。現在、第１版と第２版が発行されている。ﾘｰﾀﾞｰはｽﾛｳﾞｪﾆｱの ISOE 参加
の電気事業者代表兼前議長 Borut BREZNIK 氏であり、このﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは、今後も継続する。 
 
④ISOE Web 
現在、CD-ROM で参加者に配布されている ISOE ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ（Microsoft Access）をﾕｰｻﾞｰ向に
使いやすくする為、Web 化が計画されている。ISOE Web は欧州技術ｾﾝﾀｰが開発中。 
 
⑤WGOR(放射線防護の運営に関するﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ) 
ISOE は、ICRP 新勧告が確実に実務的なものとなることに大きな関心を持っている。CRPPH
は、放射線防護の運用面に関する ISOE の情報は ICRP への有益な情報提供であることに合
意した。したがって、CRPPH が ICRP に提供する意見書の作業を支援するため、ISOE は WGOR
（放射線防護の運用に関するﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ）を発足させた。このﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟは ICRP 新勧
告に対する報告書を作成し、昨年 11 月の運営会合で議論された。そして、ISOE 参加国ﾒﾝﾊﾞ
ｰのｺﾒﾝﾄを反映した 2004 年 2 月のﾊﾞｰｼﾞｮﾝを WGOR 報告書として出版することをﾋﾞｭｰﾛｰは承



認した。 
 
⑥ISOE 規約のﾚﾋﾞｭｰ 
ISOE 規約は 4年毎に改訂される。ISOE 運営委員会は、既存の規約を次の 4年間(2007 年 12
月 31 日)まで有効だと再承認した。 
 
⑦ISOE1 ﾀｽｸﾘｽﾄ 
ISOE ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽを充実したものにするため、ｱｼﾞｱ技術ｾﾝﾀｰは欧州技術ｾﾝﾀｰへ作業別線量の区
分法について定義した文書の提供依頼をした。日本では、今まで作業毎の線量はﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ
にｲﾝﾌﾟｯﾄしていなかったが、今後、他国との作業別線量を比較できるようにするためにも、
欧州の区分に合わせてｲﾝﾌﾟｯﾄしていく予定。ISOE 欧州技術ｾﾝﾀｰの加盟国間では作業別線量
の区分は統一されている。 
 
⑧EPRI との協力 
EPRI は ISOE にｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰとして参加することを ISOE 事務局へﾘｸｴｽﾄした。 
また、JNES とも技術協力していきたいとのﾘｸｴｽﾄがあった。 
 
 
今後の見通し 
 
ISOE 議長及び欧州技術ｾﾝﾀｰの訪日    2004 年 9 月末 
第 14 回 ISOE 運営会合        2004 年 11 月 17 日～19 日 ﾊﾟﾘ ﾌﾗﾝｽ 
ISOE 国際 ALARA ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ        2005 年 1 月 9 日～12 日  ﾏｲｱﾐ ﾌﾛﾘﾀﾞ 
第 15 回 ISOE 運営会合        2005 年 11 月東京(第 14 回運営会合で決定) 
第 5 回 ISOE 国際欧州ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ      2006 年 春 ﾄﾞｲﾂ 


